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＜目標＞

・各授業の中で，5つの資質・能力の向上

・未来航路やSOZAN国際塾での取組の基礎作り

＜取組＞

①「Global Can-do List」による授業

全教科・科目で，５つの資質・能力を育てるた

めの到達度目標表

Ⅱ GLOBAL STUDIES
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②教科研究

各教科でテーマ設定をして研究・発表

Ⅱ GLOBAL STUDIES
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Ⅲ 課題研究

＜教材開発と普及＞

教材名「ラーメンで世界進出」（1年1学期）

・講演会（一風堂）と課題研究のリンク

・ビジネス課題発見と進路学習の融合

（概要）
ラーメン会社を起業し，世界進出していく社長に対し

て「専門家として貢献できること」「貢献に対して必要
な力を身につけるために，どこの大学・学部・学科で何
を研究すればよいのか」を８系統（文学系統，法・経済
系統，教育系統，理学系統，工学系統，農・水産系統，
医療・生活系統，芸術系統）で研究し，ポスター発表。
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Ⅲ 課題研究

＜教材開発と普及＞

教材「ラーメンで世界進出」は，Benesseの

教材(アレンジされて)として掲載されました。
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Ⅳ 成果と課題

＜成果＞幅広く深い教養，課題解決能力，

コミュニケーション能力の向上。

姉妹校(オーストラリア)締結。

＜課題＞社会貢献の意識の伸び悩み。

H30年度 （4年目） H29年度
（3年目）

H28年度
（2年目）

H27年度
（1年目）

国公立推薦AO
合格者数 ２７ １１ ２０ １４

長期留学者数
(3ヶ月以上) １ １

短期留学者数 (10日
以上，姉妹校除く) ６ ２

科学系オリンピック
等入賞者数

生物：金２銅１
化学：銅１ 物理：銅１

哲学：日
本代表１
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Ⅴ 管理機関としての取組

• 留学支援金の交付
平成29年度 長期１人30万円 短期１人10万円（※1）
平成30年度 50万円 6万円
平成31年度（※2） 50万円 5万7千円

※１利用無し ※2 予定

• 学校内の教職員体制における人的な支援
（ネイティブ教員の配置）

• 運営指導委員会の設置による専門性の高い指導助言

• 岡山大学との高大連携の取組を生かした連携協定
（支援が得られやすい環境整備）
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Ⅵ 課題研究とその先
学会発表と地域小学生の支援

SOZAN国際塾生（希望者）
未来航路Ⅲ[課題研究]（選択者）

学会ポスター発表
地域地理科学会（岡山大学）

わくわくフリー塾
（地域小学生対象ボランティア）

高校生が課題研究で身に付けたGISの技
術と考え方を活用して統計地図の指導
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Ⅶ 海外研修とその先
オーストラリア・アデレードにおける研修

SACRED HEART
COLLEGE で授業参加

アデレード中心商店街
で聞き取り調査

2019.5.1
SACRED HEART COLLEGE

連携協定

２０２０年
校内Wi-Fi環境と

Googleクラス
ルームを活用した
共同授業（予定）
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